
 

 

 

 

               

 

 

  

 

【発行】小浜市ボランティア・市民活動交流センター（中央公民館内） 
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小浜市郷土史研究会は、『山川登美子とその時代』と銘打ち、秋の文化展を開催しました。 

小浜市出身の女流歌人「山川登美子」が１９世紀末パリで活躍した国際的な画家「アルフォン 

ス・ミシャ」から強い影響を受けたのではないかと発表しました。会場には、登美子の肖像画、 

家系図、関連年表、作品を載せた雑誌「明星」の復刻版、ミシャの絵画他、若狭高校書道部の 

書いた登美子の短歌を展示しました。 

特定非営利活動法人 

この賞は、県民社会貢献活動のうち、特に優れた活動や先駆的な活動をしている個人 

または団体に対して贈られるもので、令和元年度は、知事賞 2団体、知事奨励賞 3団体が

受賞しました。 

特定非営利活動法人ＷＡＣおばまは、地域活性化事業の実施、市民活動団体等の支援、 

災害ボランティアセンターの運営等、様々な活動を通して「地域の担い手育成」「青少年 

健全育成」「協働のまちづくりの推進」等に尽力されていることが評価され、知事奨励賞

を受賞しました。 

 小浜市中央公民館の開館時間変更に伴い、ボランティアセンターも同様に 

4月 1日(水)より開館時間を変更いたします。皆さまには、ご不便をおかけ 

して大変申し訳ございませんが、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

９ ５
４月１日(水)から 

ボランティアセンター 

開館時間変更について 

２０２１年３月３１日（火）まで継続して使用可能になりました。 

ボランティア・市民活動交流センターを使用希望の団体の皆さまは、 

各種書類のご提出をよろしくお願いします。 

●年間使用許可申請書   

●令和元年度公益的活動および実績 

●令和２年度活動予定  

※団体情報変更時・・・『会員名簿・市民活動団体登録（変更）申請書』 

ボランティア･市民活動交流センター 

年間使用申請書について 

※夜間に会議を行う場合は、事前にボランティアセンターまたは市民協働課に

使用許可申請書（一時）をご提出いただき、働く婦人の家をご使用ください。 

 

◆しかし、このような会があることを知らない方が

大半で、今年度から市包括支援センターと連携し

ケーブルテレビや市政広報で開催案内をしてもら

っています。 

 また、多くの方に「認知症」、「認知症の人と家族

の会」について関心を持っていただきたいという思

いで、世界アルツハイマー記念月間に小浜駅前

の電光掲示板に「認知症の人と家族への理解支

援」「認知症になっても安心して暮らせる社会」と

いうテロップを９月３０日まで流してもらうことができ

ました。 

 

◆２０２５年には、団塊の世代が後期高齢者にな

り、かつてない「少子高齢化社会を迎えることにな

ります。 

このような中、「認知症になっても、夢と希望の 

ある生活」を目指し私たちにできることは何か？ 

 

 こんなことを模索しているところです。 

 「認知症 聞いてほしい  

     聞かせてほしい 仲間がほしい」 

 
このことは、認知症の人を介護している家族の 

切なる願いです。 

そして、この切なる願いに応える活動をしている

のが「認知症の人と家族の会」です。 

この会は、４０年前に全国から京都に集まった

当事者や医師等約９０名で設立され、現在、全

国各都道府県に支部があり、会員数は約１万１

千名です。 

 

◆ 福井県支部は、設立以来１２年になり会員数

１５０名、小浜市の会員数は２８名です。 

小浜地区全体として活動をしており、その中核

になる活動は、年間４回の「つどい」です。 

 このつどいは「聞いてほしい 聞かせてほしい」に

応える活動で、当事者同士の話し合いや認知症

介護について学習会をしています。つどいに参加

された方は、「自分だけではない。仲間がいる。 

話し合いをしてストレスを解消できた。」と喜んでい

ただいています。 

市民活動だより 



             

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

                 

                 

                 

                 

 

 

 

 

 

 

 

10月 26日 秋のバス旅行

親子総勢３５名が参加し、大阪の 

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンへ行きました。 

みんなそれぞれ楽しい時間を過ごしました。 

10月 26日～27日  ＯＢＡＭＡ食のまつり 

御食国若狭倶楽部は、名物若狭牛ステーキ丼や 

ガーリックライス等を販売し、小浜の食をＰＲしました。 

10月 30日 赤ちゃんとお母さんの避難訓練 

乳幼児をもつ親子対象に、避難体験や 

避難所での備えについて考える 

防災講座を実施しました。 

11月 3日 薬草園、花壇の手入れ 

福井県庁退職者連盟若狭支部の会員と一緒に、 

公立小浜病院の薬草園や東館の花壇にて、除草、 

花苗の植栽、球根の植え付け、種取りなどを行いました。 

12月 1日 八百比丘尼フォーラム

小浜市まちの駅・旭座で、人魚の肉を食べて 

不老不死になったという「八百比丘尼」の 

交流会にて、各地の伝説を朗読しました。 

12月 7日 古文書に親しむ講座

小浜市教育委員会文化課の川股氏と、西依成

斎研究者・書道家の岸本三次氏を講師にお招

きし、西依成斎家や墨跡について学びました。 

12月 14日 子ども食堂

遠敷交流センターにて、参加者約 40名がおやつに 

クリスマスカップケーキなどを作り、紙芝居や絵本、 

DVD鑑賞をしながら楽しいひとときを過ごしました。 

1月 21日 県民せいきょうへの慰問

女声合唱コーロ･おばまとともに、 

県民せいきょう小浜きらめきデイサービスへ 

慰問に行き、利用者の方と一緒に歌いました。 

 


